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弥
生
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期
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安
倍
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し
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扇
状
地
の
扇
頂
部
近
く
に
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す
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こ
の
付
近
は

標
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前
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に
あ
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部
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し
た
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に
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調
査
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静
岡
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判
所
の
庁
舎
建
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あ
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。
検
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紀
頃
か
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七
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紀
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頭
で
は
、
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駿
府

城
下
町
の
町
割
り
方
向
に
沿
う

大
溝
と
、
こ
れ
に
直
交
す
る
溝
に
規
制
さ
れ
た
屋
敷
地
が
あ
る
。
こ
の
中
に
は

掘
立
柱
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・
井
戸

・
か
わ
ら
け
廃
棄
土
坑
な
ど
が
配
置
さ
れ
る
。　
一
七
世
紀

初
頭
以
降
で
は
礎
石
建
物

・
井
戸
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土
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木
簡
は
、
大
溝
か
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多
量
の
箸
や
折
敷

。
漆
椀

。
獣
骨

。
魚
骨
な
ど
に
混
じ

っ
て
三
点

（付
札
二
、
塔
婆
こ
、　
一
七
世
紀
の
廃
棄
土
坑
か
ら
二
点

（付
札
）、

計
五
点
が
出
土
し
た
。
今
回
は
、
保
存
処
理
の
終
了
し
た
大
溝
出
土
の
一
点
に

つ
い
て
報
告
す
る
。
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ス
ギ
の
板
目
材
を
用
い
る
。
上
端
は
山
形
に
切
り
取
り
、
頭
部
両
側
に
切
り

込
み
を
入
れ
る
。
裏
面
の
切
り
込
み
を
結
ぶ
位
置
に
は
幅
二
ｍｍ
程
の
変
色
部
分

が
あ
り
、
紐
痕
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
放
送
大
学
の
本
多

隆
成
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。
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